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1. 研究概要

内科学， とくに循環器病学(杉本， 浦岡 )， 腎臓病
学， 水・電解質代 謝(水村 ) の 分野での 診療と研究に
従事している。

循環器病学としては不整脈と循環動態に関する研
究が主体となっている。 不整脈についてはその電気
生理学的機序と， これに対する自律神経 ・ 薬物の影
響を実験的 ・ 臨床的に検討している。 循環動態に関
しては， 循環諸量の 変動に使う心臓機能 の 変化をさ
まざまな病態にある心臓について観察し， これに関
連して冠循環調節 ， うっ血性循環不全の要因を検討
している。

腎臓病の病態生理学的研究としては急性腎不全お
よび慢性腎不全の Ca，M広， P， cyclic AMP 代 謝 につ

いて検索し， また， 諸種尿細管障害腎や間質性腎炎
における病態生理の 解明を試みている。
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